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岡山労働局（局長 成毛節）では、次世代育成支援対策推進法に基づき仕事と子育ての

両立を推進している優良な企業を認定（くるみん認定）しており、令和４年度からは新た

な認定基準・制度も確立されているところです。 

今般、「社会福祉法人敬友会」「株式会社丸五」（認定順）を岡山県で初めて新基準に

よる認定を行い、認定書交付式を令和４年６月 29 日、7 月１日に開催しました。 

各社の認定基準達成状況、認定取得のための工夫点などを別添のとおり取りまとめまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添１ くるみん認定通知書交付式  
別添２ 計画期間中の取組状況  
別添３ くるみん認定制度の概要について  
別添４ 雇用に関する優良認定企業一覧  

添付資料 

社会福祉法人 敬友会 

株式会社 丸五 
（認定順） 



 
 

 

 

職員の離職防止、定着率向上を目的にして様々な職場環境の改善

に取り組んでおりました。その中で認定マークという形で第三者が客

観的に評価する認定を取得することで、より内外へアピールすること

が出来ると思い、目指しました。認定マークは、新規採用活動の際の

ＰＲと既存職員へ働きやすさの促進に活用したいと思います。 

認定を取得すること自体を目的とするのでなく、職員さんと働きや

すさの改善などをテーマに話合うプロセスが重要です。話し合いの結

果を制度、ルール化してその結果として認定を取得という流れが良い

かと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山労働局（局長 成毛節）では、企業の仕事と子育ての両立に関して積極的な取組を促進する

ため、取組が優良な企業（くるみん認定）を認定しています。 

今般、次世代育成支援対策推進法に基づき子育てサポート企業として岡山県内において、初めて

新基準により「社会福祉法人 敬友会」、「株式会社 丸五」をくるみん認定しました。これにより、

県内のくるみん認定企業数は 60 社 となりました。 

令和４年６月 29 日（水）、７月 1 日（金）、各社にて「認定通知書交付式」を開催し、認定通知

書を交付するとともに、さらなる取組の推進をお願いしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くるみん認定通知書交付式を開催！ 

別添１ 

社会福祉法人 敬友会 

株式会社 丸五 

（社福）敬友会（交付式：6/29） 

（株）丸五（交付式：７/1） 

雇用環境・均等室長（左）と副理事長橋本健二様（右） 

雇用環境・均等室長（右）と代表取締役福田正彦様（左） 

（認定順） 

    会社として子育て支援、労働環境の整備等に取り組んでいく中

で、その取り組みの判断指標として、「くるみん」取得を目指しまし

た。この度の認定を社内共有し、子育て支援、労働環境の整備等の

更なる周知と全社的なモチベーションアップに繋げたいと思いま

す。また、当社 HP に掲載し、関連制度、子育て支援に対する姿勢

等を対外的に発信し、会社のアピールに！！ 

認定を目指す過程も含めて取り組み自体が、社内環境の整備、ワ

ークライフバランス（仕事と家庭の両立＆相乗効果）の推進であり、

併せて会社全体の活性化、従業員一人一人が元気で、活躍できる職

場へと繋がります。各社皆様の取り組みを参考にさせて頂き、益々

推進したいと考えています。 



 
 

 
 

 

計画期間中の取組状況 

 

 
 

計画期間：令和２年４月１日～令和４年３月 31 日 

 業  種：社会福祉・介護事業 

 労働者数：564 人（男性 133 人、女性 431 人）  

 計画期間の育児休業等の取得状況          

  育児休業取得率 女性  93％ 

  育児休業取得率 男性 20％ 

  

主な取組内容 

 〇育児休業の取得状況を男性は 1 人以上、かつ、配偶者の出産に伴う特別休暇の取得率を 60％以上

とすることを目指し、育児休業制度の認知度や充実度を調査したうえで管理職研修会により制度の

周知に関する勉強会を実施、職員へ個別周知を図る。その結果、取得率 80％を達成。 

 〇令和元年度の１人当たりの所定労働時間平均から比較して 10％削減するため、全職員を対象に 25

時間以上の時間外労働者を推移表にまとめ、時間外業務が継続している場合には協議、対策を実施。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画期間：平成 31 年４月１日～令和３年 12 月 31 日 

 業  種：ゴム履物、自動車部品製造 

 労働者数：138 人（男性 86 人、女性 52 人）  

 計画期間の育児休業等の取得状況          

  育児休業取得率 女性  87％ 

  育児休業取得率 男性 14％ 

  

主な取組内容 

 〇男性従業員を含めた育児休暇を取得しやすい制度づくりのため、就業規則を改訂し、失効する 

年次有給休暇の保存制度を導入。 

 〇ノー残業デーの更なる継続・実行のため、社内協議の際ノー残業デーを年間 30 日は必ず設定し、 

社内放送や見回り等を通じて従業員への社内周知を強化。 

 
 
 
 
 
 
 
 

別添２ 

社会福祉法人 敬友会 

株式会社 丸五 



 
 

 
 

くるみん認定制度の概要等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

  
くるみんプラス

別添３ 

「くるみん」、「プラチナくるみん」の認定により、公共調達での加点評価や、認定マークを名刺・商品等に使用でき、子育

てサポート企業として企業イメージの向上や人材確保の面で活用できます。 

 

また、認定を受けた中小企業（常時雇用する労働者が 300 人以下）に対し、上限 50 万円の助成金を支給する「くるみ

ん助成金（中小企業子ども・子育て支援環境整備助成事業（内閣府所管助成事業））の利用が可能です。（令和 3 年 10

月から令和 9 年 3 月まで）※「トライくるみん」は対象外 

① 企業が次世代育成支援対策推進法（以下「次世代法」）に基づいた一般事業主行動計画の策定・届出を行い、

その行動計画に定めた目標を達成するなどの一定の要件を満たした場合、「子育てサポート企業」として厚生労働省

が認定（くるみん認定・トライくるみん認定） 

② くるみん認定・トライくるみん認定企業のうち、より高い水準の要件を満たした企業に対しては、より優良な「子育て

サポート企業」として認定（プラチナくるみん認定） 

③ くるみん等の認定を受けた企業が、不妊治療と仕事との両立にも積極的に取り組み、一定の認定基準を満たした

場合、３種類のくるみんにそれぞれ「プラス」認定を追加 

④ 認定基準を満たさなくなったり、次世代法に違反したりした等の場合に、認定取消しの対象となる。 

認定の概要 

主な認定基準（令和 4 年 4 月 1 日より改正） ※くるみんマークが新しくなりました 

くるみん・プラチナくるみん・トライくるみん（共通） 

◆女性の育児休業取得率 75％以上 

◆労働時間数 

フルタイム労働者の月平均時間外・休日労働 45 時間未満   

全労働者の月平均時間外労働        60 時間未満                        

くるみん プラチナくるみん トライくるみん 

◆男性の育児休業等取得率 

 育児休業  10％以上 

      又は 

 育児休業＋育児目的休暇           

        20％以上 

※男女の育児休業等取得率を厚生労働

省のウェブサイト「両立支援のひろば」

（https://ryouritsu.mhlw.go.jp/） 

で公表していること 

 

◆男性の育児休業等取得率 

 育児休業  30％以上 

      又は 

 育児休業＋育児目的休暇           

        50％以上 

 

※プラチナくるみん認定後、男女の育児

休業等取得率など「次世代育成支援対

策の実施状況」を毎年公表しなければな

らない 

◆男性の育児休業等取得率 

 育児休業 7％以上 

      又は 

 育児休業＋育児目的休暇           

       15％以上 

また、不妊治療と仕事とを両立しやすい職場環境整備に取り組む企業には、「プラス」認定もあります。 

プラチナくるみん 

プラス 

トライくるみん

プラス 

新設 新基準 新基準 

新設 

くるみんプラス 



 
 

 
 

岡山県内のくるみん認定一覧（令和 4年 6月末時点） 

  

 

1 (生協)おかやまコープ 24 (株)中国銀行 47 (株)シーズ 

2 (株)DNP イメージングコム 25 岡山スバル自動車(株) 48 (株)ラーンズ 

3 (株)山陽新聞社【２】 26 (医)淳和会 長谷川紀念病院 49 (株)グロップ 

4 (株)岡山髙島屋【２】 27 (学)川崎学園 50 おかやま信用金庫 

5 カバヤ食品(株) 28 (株)天満屋 51 (株)ハジメクリエイト 

6 (株)イデアス【２】 29 (医)敬和会 近藤病院 52 (医)王慈会 

7 (福)愛誠会 30 (一財)倉敷成人病センター 53 内山工業(株) 

8 セロリー(株) 31 モトヤユナイテッド(株) 54 (株)システムズナカシマ 

9 共和機械(株)【２】 32 (株)NICS 55 (福)岡山博愛会 

10 (公財)操風会 岡山旭東病院 33 (有)ケア・ワン 56 (株)エイト日本技術開発 

11 (株)岡山村田製作所 34 両備ホールディングス(株) 57 三和技建(株) 

12 (国大)岡山大学【３】 35 (株)エムズ・ユー【３】 58 ピープルソフトウェア(株) 

13 (株)トマト銀行 36 (医)社団良友会 59 (福)敬友会 

14 岡山医療(生協) 37 (株)キャン 60 (株)丸五 

15 倉敷化工(株) 38 (福)明光会  ※【 】内は複数回認定の場合の回数 

16 オーエヌ工業(株) 39 (株)クラビズ   

17 (株)サンキョウ-エンビックス【３】 40 (株)ジョンブル   

18 (社医)清風會 41 倉敷木材(株)   

19 片山工業(株) 42 OEC(株)   

20 (株)両備システムズ 43 (株)ハローズ   

21 (株)ストライプインターナショナル 44 (一財)共愛会   

22 (医)萌生会 国定病院 45 セリオ(株)   

23 (株)ハートサプライ 46 (株)天満屋ストア   

別添４ 

 ①（株）岡山髙島屋  ②（公財）操風会 岡山旭東病院 
 ③（株）トマト銀行  ④（株）中国銀行  ⑤（生協）おかやまコープ 
 ⑥（一財）共愛会 

プラチナくるみん（計６社） 

くるみん認定企業一覧（認定順、計 60 社） 


